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                           Tadashi  Aoxi 
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   The following results were obtained from the study of the  lymphatic apparatus of 

the urogenital system of 8 men, 3 adult male monkeys, 2 adult male rats, 2 adult roos-

ters and 1 each of a male guinea pig, rabbit, weasel and duck. 

   1. Urinary system 

   (1) Kidney  : The  region of occurrence of the lymphatic apparatus and its structure 
differs in men and animals. In men, 5 typical lymphnodules were noted in the smaller 

calyces and 6 in the renal pelvis, but no nodules were seen in the subtunical region, 

cortex, medullary substance or in the larger calyces. Thirteen occurrence of lymph-

ocytic infiltration were noted in cortex and medullary substance. Then in the following 

order : in the calyces, renal pelvis and sub-tunica 1 region. 
   A similar finding was obtained in monkeys, a mammal. Lymphocytic infiltration 

appeared in larger numbers in the smaller calyces. with the rest of the animals, the 

appearance was limited to a small number. 

   (2) Ureter  : Only 5 occurrences of lymphonodules were noted in 2 roosters of all 

the subjects. 

   (3) Bladder : The lymphonodules of the bladder in man was found to be relatively 
fewer in the subjects examined as compared with the frequency reportes in the litera-
ture. Most of them were present in the opening region of the inner meatus. In the 
animal study, a large number of them were noted in monkeys and roosters. In mon-

keys, especially, typical lymphnodules were markedly noted in the vicinity of the open-

ing of the inner meatus. Lymphocytic infiltration was scattered. 

   (4) Urethra  : In man, the findings were limited to the anterior portion of the ure-
thra in 1 subject. With the animals, lymphatic apparatus was noted markedly in monkeys 

in the form of lymphonodules which were more abundantly seen in the anterior part of 

the urethra. 

   2. Genital organs 

   With respects to the genital organs, the findings were consistent with those in various 

other reports. In general, lymphatics were noted to appear in a very small number
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when compared with the urinary system. They were found occasionally in the prostate 

gland, and were very scarce in the testicles and epididymis. In the seminal vesicles. 

however, not a single one was found.

緒 言

内臓 におけ る原始的未分化の リンパ装置(淋

巴腺様組織)の 分布 発生 の研究に関 しては湾化

器,呼 吸器系が最 も多いが,泌 尿器系 の研究 に

ついては至 つて少 く,本 邦 では松岡(前 立腺)

一 ノ瀬(睾 丸)小 谷(い しがめ,し まへび),

藤 本(犬,猫,家 兎,海 狽,白 鼠),村 井(成

人並 に胎児),巾(入 体腎孟)等 に過 ぎず,然

も系統的に全経過に汎 つて検索 したものは蓼汝

である。

尿路 に リンパ装置が あるか否 かを巡つて古来

より聞題が多いが著考は先 づ人体並に諸種 哺乳

類,鳥 類 を対称 として比較解剖学的 に検索 し,

生 体防衛組織系 の一環 としての リンパ装置 の様

相 を究明 し(第1篇),次 い で諺種泌尿器疾患

の材料 を検討 し,本 リンパ装 置 と罹患性乃至防

衛等 に 関 する慧 義 を論 ず る こととした(第2

篇)

リンパ装置の文献的考察

主懸 とす るのは淋 巴腺以外 の肉隈でみえぬ小

さい リンパ組織即 ち境界 のやや判然 としない限

島性淋 巴浸潤 と境界絹確 な小淋 巴球の集積 であ

る.特 に後 者について之 を胞 口 と呼 んだのは

K611iker(1867)で,次 いでFlemming(18

85)が 機 龍繭に 芽申心(Ke三mze滋rき 纐),形

態 的に二次小節 と呼 ぴ即 ち淋巴球生成を主 とし

た芽 串心説を嚇 え,之 に対 し}慰 王搬雛(1921)

は毒素 その他の刺戟 に反応す る装 置で淋 巴球生

成には与 からぬ反応 中心 を説え,之 に賛す るも

のが少な くない.

胞qの 分類に関 しても 諸 説(Witzen,Ma-

xlmOW,Ekriick,滝 既/1・ 野 等)が 多 く,部

位 的に上皮下 リンパ装羅,血 管壁 周囲 リンパ装

置,閲 有層の独 立 リンパ装置に分たれ る,分 類

に関 する諸 説 をあげる と次ぎの通 りで ある.

Stoerkは 明中心を有 するものをfolliculare

ferm,礪 中 心 も網状織 も ない ものをPseud◎

folliculareformに 分 ち,Wlitzenは1.

S◎lldeKn6tehen,2,lympkobla§tischeep-

itheloideZentren,3,hyalineZentren,

Max圭mewは1.3k雛veP穀a§e.2,rghe

Phase,3,Beginnineinerneuenaktive

Phase,4,Ubergangvonaktivenimden

ruhendeR,Ekrllchは 圭.S◎1idsecondary

nodules,2,Flemmingssecondarynodules,

3,traRS圭 縫o捻f◎rm,4,Psεud{}§ec◇ndary

nodules,小 野 に よ る と1,gleichmtissige

diffuseIymphoreticulireGewebe,2,

KR6tcheRartlgeABorδttng(ie§Lympke-

reticul査reGewebe,中 川 は1.solideform,

2,relfeferm,3,Reaksiensferm,4,ge-

sch鼓digteform,5,Macrophagenform,

6,Epitheloidform,7,reticulireform,

8,hya掘eaform,9,9are三feform,19,

Reaktionsform,d,ullreifeform,11,ihre

e茎}ltke玉◎圭《董f◇ ズ雛,滝 絹,大 谷 は1。 購 串 心 な

き も の を 充 実 型,2.明 中 心 あ り 周 辺 に 暗 殼 の

あ る も の をFlemming型,3.内 に 小 さい 明

申 心 あ りF型 の 如 き半薙然 た る 暗 穀 の な い も の を

移 行 型,4,大 型 で 数 倍 の1型 を 集 合 す る も の を

板 性 瓢 次 結 節 と呼 ん で い る.特 にGyllensten

は 明 巾 心 を も つ も の を す べ てF型 と し で い る に

対 し,EhrlichはF型 と移 行 型 に 分 つ て い る.

舞胞 の 意 義 に 関 し て は 淋 巴 球 集 積 の 他 緬 網 系

の 特 性 を も つ か らHellmanの い う ロ過 機 能 と

欝 淋 靴 球 乃 至 抗 体 産 生 が 問 題 に な る.朗 包は 木

原 教 授 に よ る と通 液 路 に 当 る 所 で,殊 に 活 動 相

に な る と 胚 中 心 が 膨 大 し,貧 喰,核 分 裂 が 旺 盛

で,か か る成 熟 形 で は 毒 素 そ の 他 の ロ 過 機 能 が

旺 ん で あ る.淋 巴 球 産 生 に 対 し て は 既 述 の如 く

両 論 が あ る がHeilrnan説 が 少 くな い.

尿 路 に お け る リ ンパ 組 織 の 発 生 に つ い て は

Rokiねnsky(1861)以 来 屡 汝 論 ぜ られ て い る

が,概 し て 正 常 尿 路 の 出 現 を 否 定 す る 者 が 多

い 特 に 腎 孟 で はWelchselb痂 搬,Prezewe-

ski,Putschar,Chiari,Stoerk ,Saltykow,

L〔ユbarsch,Runeberg,1'acoky≦ 等 ,膀 胱 で は
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Chiari,Prezewoski,Stoerk,Hillman

Kretschmer,Smith等 は すべて病的産物な り

という.之 に対 して膀胱の リンパ装置 は正常組

織という人 もある(St6hr,B6hma,Davidoff,

Ziegler,Aschoff,Bailey等).

か くの如 く尿路におけ る リンパ装置の 出現 は

病的刺戟 による とす る説が多 く,特 に宮 川教授

は無菌飼育動物 の研究か らリンパ装 置 の乏 しい

ことを認 め,雑 菌そ の他 の刺戟因子 が生後発育

に関連する ことを述べ,殊 に自然界 の動物 の尿

道は絶えず細菌の侵襲 の危険に さらされ,炎 症

が常在 するのが 自然動物 の真相で ありといい,

外界刺戟発生説を強調 している.

之 に対 し木原教授及 びそ の門下の発生 説 も有

名である.即 ち同教授 の リンパ装置一般 に関 す

る説を紹介 すると,小 節及 び浸潤 には一定 の好

発部があり,管 腔の広 さや方向が急に変 り,管

内を通過す る物体の衝撃や摩擦 の特 に働 く場 所

に多い.即 ち外界 よりの刺戟 に対す る反応 と考

えられ るが,外 界 よりの刺戟 のみで誘発 された

ものでない ことは胎生期 より始 まる ことで も判

る,従 つてその器官に具つ た装置 として一定の

時期に発生するが,胎 生期 に発生す るもの もあ

るが生後 どの器官で も急速 に増殖 し,胎 生期 と

生後のものは本質的に同一 のもので ある.外 界

よりの刺戟が発生を促進 する ことは事実で ある

が,侵 襲が あつて 始 めて 出現 する ものでな く

Anlageが あ り現れ る時期 になれ ぱ現れ る.動

物界で鳥類以下 では淋巴節 をか き原始形態 をと

るが,哺 乳類ではかかる原始的装置 が淋 巴節 に

伍 して残存 していると.

次 いで藤本(昭28)は 成 熟雌犬3例,成 熟雌

家兎4例,成 熟雌 猫4例,成 熟雌 ラツテ3例,

成熟雌 モルモ ツ ト3例,人 腎杯2例,腎 孟3

例,尿 管1例 にっいて泌 尿生殖器の全経過 を連

続切片で検 した処,腎 では細尿管上皮下 リンパ

球浸潤を主体 としてモルモ ツ ト最多,猫 之 につ

ぎ兎,犬,ラ ツテで少数,腎 杯,腎 孟,尿 管で

は兎,猫,モ ルモ ツ ト.ラ ツテ,の 腎杯 に稀 に

上皮下型浸潤 をみたが人では可成 り多 くの浸潤

乃至小節を認めた(固 有層静脈壁に沿 う)尿

管には上皮下型 は全長に沿つ て存 しない,膀 胱
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で も同様,モ ルモ ツ トが全 くな く,兎,犬,猫,

ラツテに少数の浸潤 のみ,(固 有層).尿 道 では

兎,犬,猫,モ ルモツ ト.ラ ツテで略 々恒常的

に他 は時汝上皮下型浸潤 が出現 する.

村 井(昭31)は 先 づ人胎児15体,成 人1体 に

つ き同 じく発生序列 につ いて検 してい る.即 ち

原始 的な リンパ装 置は発生時期,出 現部位,出

現頻 度に関 し個体発生に看取 され る発現様式が

系統発生的連関を以つて規定 され ているとし,

腎 では皮質 に頻発す ると共 に全域 に浸潤 の分布

をみ る.成 人で は胎生期 に比 すると増加す るが

浸潤型が多 く,皮 質 が髄質に比 し断然 多い,腎

杯,腎 孟 では成長 と共 に分布 区域 が拡 が り,漸

次粘膜表面 に近づ く.尿 管で は上,下 端に多 く

次第 に粘膜上皮下 に 向 う.膀 胱 では 体部が多

く,生 後 全域 に拡が る傾 きがあるが,体 部 は底

部に上ヒし多い.

血管 周性型 より生後上皮下型になる.尿 道 で

は成人に於 て始 めて海綿体部に限 り現れ る.生

殖系 出現 は貧 弱で,睾 丸にな く,副 睾丸では成

人で頭部,尾 部 に少数,精 嚢腺にはな く,前 立

腺で は底部 に成 人にな ると多発 し,腺 上皮下,

排 泄管上 皮下 に多 い.そ の他 巾(昭33)は55例

の剖検腎杯 の検査 によ り27例 に淋巴球集籏巣を

認 め之 を偽淋巴 口胞 と称 し,同 時 に炎症 像を伴

う所 から,そ の成 因 として長期慢 性刺戟が必要

であ るとした.

研 究材料及び方法

研究材料 は次ぎの ようである.即 ち動物 は何

れ も成熟雄を選び,人 は何れ も男子 を選 んだ.

猿3例,犬3例,豚1例,モ ルモツ ト1例,家

兎1例,ラ ツテ2例,馳1例,難2例,鴨1

例,人 は腎臓3例,膀 胱,尿 管2例,畢 丸,副

畢丸,精 嚢腺,前 立腺,2例.

い ずれ も組織学的検索後異常 を認 めないもの

を選んだ.動 物 はすべ て屠殺後泌尿生殖 器系臓

器を一括摘 出 し,10%ホ ノしマ リン固定後,各 臓

器を切離 した.叉 人は他殺屍体 で新鮮 な ものを

選び,材 料蒐 集の関係上泌 尿生殖器系は一括摘

出は行わなかつた部分 があつ た.

切 離 した材料 を一定 の小片 に細分 し,法 に よ

りパ ラフィン包埋 で比 較的連続 にな る様 に切片
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を作製 し,各 々に 番号を附けて ヘマ トキシリ

ン.エ オジン重染色を行い,各 連続切片につい

て洩れなく検鏡 した,本 検査に於ては比較的境

界明らかな リンパ球の密な集積 を示し,或 は明

中心を有するものをとり之をリンパ小節 と記載

し,境 界の梢 汝明らかでない比較的禰漫性の リ

ンパ球の疎な集積を示すものを リンパ球浸潤 と

記載 し,血 管壁 と密接な関係を有 している血管

周囲リンパ浸潤はすべて本検査材料より除外す

る様につとめ記載しなかつた.

点線は切離方向を示す

検 査

人

泌尿器系

第1例.30才 男子

例

腎はその外側より腎門を通る額面切断を施し腹,背

に切半し,各 々夫の腎を横に腎孟を通る切断を行い之

を2分 し,之 等を各々細片し,夫 々番号を附し,之 を

検査した.

〔A〕腎 臓

1.腎 下端腹側外部

皮膜下,皮 質にはリンパ装置は認められず

2.腎 孟を含む中央部.

腎孟固有層に300tt×250μ の卵円形を呈し,明 中心

を有するリンパ小節1個 を認め,細 胞密度は梢々疎に

して周囲との境界は鮮明.粘 膜固有層は肥厚なく,又

血管の拡張は認められなかった.又 別に200μ ×100μ

の長円形の リンパ球浸潤を認め,細 胞は密にして,境

界は明らかであり,そ の周囲には血管は認められなか

った.

3.腎 腹側内側中央部.

皮質,皮 膜下部には リソバ 装置は 認められ なかっ

た.中 心側の腎髄質部に150μ ×120μ の不正円形のリ

ンパ球浸潤あ り,細 胞密度梢々疎にして,境 界が稻々

判然としない その周辺には血管及円形細胞浸潤はな

かつた.

4.腎 腹側内腹外部

皮質及び髄質には リンパ装置は認められず.

5.腎 腹側内側中部

小腎杯固有層に330μ ×170μの楕円形のリンパ小節

1個 あり,細 胞は密にして中心部は明るく明中心を有

し,境 界鮮明,粘 膜の肥厚なく,そ の周囲には円形細

胞の浸潤は認められず

6.腎 腹側外側内部

小腎杯粘膜下に明中心なく,境 界稻明確を欠く,細

胞密度比較的密な リンパ球浸潤を認めた.

形は不正円形大さ220μ ×200μ,然しその周辺には血

管を認めず,又 円形細胞の浸潤なし.

7.腎 背側外側内部,

腎皮質部に100μ ×100μ の 円形の リンパ球浸潤あ

り,細 胞は密にして周囲との境界鮮明.又 その更に内

側よりの髄質中に楕円形の250μ ×150μの リンパ球浸

潤あ り,細 胞密度稽々疎にして境界鮮明,

8.腎 背側内側内部.

9.腎 背側外側内部

10.腎 背側内側中部

何れもリソバ装置は認められなかつた.

11.腎 背側外側中部

腎髄質の細尿管に挾まれ長円形の250μ ×200μの リ

ンパ球浸潤あり,細 胞密度は梢々疎.又 別に前同様細

尿管に挾まれ不正円形の120μ ×100μ の比載的細胞密

なリンパ球浸潤を認めた.そ の周辺には何れも血管は

認められなかつた.

12.

13.

14.

15.

腎背側内側外部

腎背側外側外部

腎背側内側上端部

腎背側外側上端部

以上何れもリンパ装置は認められなかつた.

第2例26才 男子.

〔B〕 腎

腎は第1例 のように切断細分して検査す.

1.腎 腹側上部

ω 皮膜下部に リンパ装置認められず

(2)皮 質部に150μ ×150μ,形 は 楕円形を呈し,細

胞密度稽々密なリンパ球浸潤あり.

(3)そ の部より梢々中央に皮質部に80μ ×80p・円

形の リンパ球浸潤あり,明 中心なく境界は稽々鮮明・

(4)髄 質部に於て線状体 の中に100μ ×100μ,円形

の リンパ球浸潤あ り,境 界明確,明 中心なく,周 辺に

毛細管あ り.

(5)髄 質 中の糸毬体に接 し不正円形の80μ ×70μの

リソパ球浸潤あり,明 中心なく,細 胞梢々密,境 界明
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確,

(6)小 腎杯固有層に120μ ×120μ・円形の リンパ球浸

潤あり.細 胞密度は密にして,境 界極めて鮮明,そ の

部の粘膜の肥厚なく,周 辺に僅かに円形細胞浸潤あ

り.

(7)固 有層に500μ ×200μの不正円形,明 中心を有

するリンパ小節あ り,細 胞密にして境界鮮明.

2.腎 腹側中央部

皮質部,皮 膜部,髄 質,腎 杯,腎 孟には何れもリン

パ装置認められず

3.腎 腹側下部

(1}皮 膜部,皮 質部,髄 質には リンパ装置認められ

ず.

② 小腎杯 固有層に卵円形の170μ ×150μ,境 界鮮

明なリソパ球浸潤あ り,細 胞は梢々密にして明中心な

く,周辺には円形細胞浸潤なし.

(3)そ の内方に固有層に230μ ×400μ,卵 円形 の明

中心を有するリンパ小節1個 あり,細 胞は稽々密にし

て比較的境界鮮明である.周 辺には軽度の円形細胞浸

潤あり,

〔4)又50μ ×50μ,70μ×70μの円形の リンパ球浸潤

が固有層にあり,境 界稻々明確を欠き,明 中心なく而

して粘膜の肥厚なし.

⑤ 大腎杯には リソバ装置認められず

4,腎 背側上部

リンパ装置認められず

5.腎 背側中央部

{1)皮 膜下部にはリンパ装置認められず 皮質部に

80μ×80μ,100μ×100μ,円テ彦,明 中心のないリンパ球

浸潤あり,細 胞稚1 密々,境 界明確.

(2)皮 質部に500μ ×170μ,長 形を したリンパ球浸

潤あり,境 界は稽々鮮明周辺に血管あり.尚 円形細胞

浸潤認められず

(3)腎 杯,髄 質にはリンパ装置認められず

㈲ 腎孟部に於ては本例は腎孟 と尿管移行部を別々

に分離し,之 を横径(輪 切り)に 切片となし之を検査

した.腎 孟粘膜下に300μ ×300μ,円 形,明 中心を有

し,境 界明らかなリンパ小節あ り,細 胞疎.更 にその

部よ・り800μ 離れた粘膜下に250μ ×250μ,円 形の明

中心を有するリンパ小節あり,細 胞密,境 界明確.又

その周辺粘膜下に200μ ×200μ,170μ×170μ,何 れも

明中心を有する リンパ 小節あ り,境 界鮮明、その他

250μ×80μ,50μ×50μ の リソパ球浸潤あ り,境 界梢

々不明確である.又 それに接して固有層に80μ ×80μ・

円形のリンパ球浸潤あり,細 胞は梢々密にして境界鮮

明である,周 辺には血管なく,固 有層の充血及び円形
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細 胞 浸潤 な し.

(5)更 に其 の反 対 側 の粘 膜下 に350μ ×150μ の 卵 円

形 の 明 中心 を 有 す る リン パ小 節 あ り,細 胞 密 度 は稽 々

密 に して境 界鮮 明.

第3例45才 男 子.

〔C〕 腎

本 検査 法 は 前記 と同様,切 断,細 片 した.但 し本 例

は 背 側 のみ を 連続 切 片 と し検 査 した.

1.腎 背側 上 部

(1)皮 質 部 に 曲細 尿 管 に接 し,170μ ×170μ 楕 円形

の リン パ球 浸潤 あ り,境 界 極 め て鮮 明,中 心 な く,細

胞 梢 々疎.

(2)又 更 に170μ ×80μ の リンパ 球浸 潤 あ り,境 界

稽 々不 明確,明 中心 な し.

(3)そ の部 よ り外 側 皮 質部 に170μ ×170μ,150μ ×

100μ の リンパ球 浸 潤 あ り,境 界 梢 々鮮 明,細 胞密 度

は 疎,周 辺 に は 円形 細胞 浸 潤 な く,血 管 を認 め ず

〔4)120μ ×80μ,卵 円 形 の リンパ球 浸 潤 よ り,細 胞

稽 々密 に して境 界明 確,明 中 心 な し.

(5)髄 質 中 の糸 毬体 に接 し,70μ ×90μ の境 界 明 ら

か な不 正 円形 の リンパ球 浸潤 あ り.

(6)髄 質 中 の3個 の 糸 毬 体 に 囲れ て,不 正 円形 の

250μ ×200μ の リンパ球 浸 潤 あ り,境 界 鮮 明に して,

細 胞 は梢 々密,明 中心 な し.

(7)小 腎杯 の 粘 膜 固有 層 に170μ ×170μ,円 形 の リ

ンパ 球浸 潤 あ り,明 中心 な く,細 胞 は 稽 々疎 に して 境

界 鮮 明,粘 膜 の肥 厚 な し.

2.腎 背側 中 央部

〔1)皮 膜下 に170μ ×250μ の 長 円形 の 稻 々細 胞密 な

リンパ球 浸 潤 あ り,境 界鮮 明.

(2)皮 質 中 に170μ ×200μ の リン パ球 浸潤 あ り境 界

明確,細 胞 密.

〔3)大 腎杯 固 有 層 に80μ ×100μ の リン パ球 浸潤 あ

り,明 中心 な く,細 胞 疎,境 界 明確,

(4)髄 質 中 に250μ ×330μ の細胞 密 な る リンパ球 浸

潤 あ り,境 界 明 確,明 中心 な し.

㈲ 小 腎 杯,腎 孟 に リソ バ装 置認 め られ ず.

3.腎 背 側下 部

(1)皮 膜下 部,皮 質 には リソ パ球 浸潤 認 め られ ず

(2)髄 質 中 に於 て2個 の糸 毬体 に 接 して,不 正 円形

の170μ ×330μ の リンパ 球 浸潤 あ り,細 胞 は稽 々密 に

して境 界 鮮 明.

(3)髄 質 中 の間 質 に180μ ×330μ の細 胞 密 に して,

明 中心 の ない リンパ 球 浸潤 あ り境 界鮮 明.

〔4)髄 質 中170μ ×200μ の 卵 円形 の リン パ球 浸潤 あ

り,周 囲 には 円形 細 胞 浸 潤 を認 め なか つ た.
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(5)髄 質中に250μ ×280μの リンパ球浸潤あ り,糸

毬体に接して境界鮮明にして細胞梢々疎.

(6)小 腎杯固有層に200μ ×200μ,150μ×150μ円形

の明中心を有するリンパ小節あ り,細 胞は密にして明

中心を有し,境 界鮮明.

第4例47才 男子

〔D〕膀 胱

膀胱は底部,体 部を3分 し,之 を夫々細断,連 続切

片を作成す.

1.膀 胱体部

リンパ装置は認められなかつた.

2.膀 胱底部

〔1)内 尿道口附近に於て内尿道口粘膜下結合組織中

に長円形の330μ ×70μ の細胞密なるリンパ球浸潤あ

り,之 は毛細管の周辺に密着している,其 の他毛細管

の周辺に軽度の円形細胞浸潤あ り,然 し粘膜下組織及

び上皮細胞の肥厚なし.

〔2>又 内尿道口に接した部 分 の 粘膜 下 組 織中に

300μ×500μ の長円形のリンパ球浸潤 あり,細 胞稽々

肥密境界梢々明確,そ の周辺に血管を有す,粘 膜上皮

の厚なく,円 形細胞浸潤なし.

(3)上 記の反対側の 内尿道口周辺部 の 粘膜 下に

170μ×200μ の明中心を有する,境 界明らかな リンパ

小節あり,又 結合組織中に170μ ×200μの リンパ球浸

潤あ り,上 皮細胞,及 び粘膜下組織の肥厚は認められ

ず

(4)別 に170μ ×250μの リンパ球浸潤あり,明 中心

なく,境 界明確,粘 膜下に存在 していた.

〔E〕 尿管

尿管には リンパ装置認められず

第5例25才 男子

〔F〕膀 胱

1.膀 胱体部

リンパ装置は認められず

2.膀 胱底部

内尿道口周囲に120μ ×200μの長円形のリンパ浸潤

あ り,境 界極めて鮮明にして,明 中心を有せず

〔G〕尿 管

リンパ装置は認められず

第6例59才 男子.

〔H〕尿 道

(1)後 部尿道

後部尿道には リンパ装置は認められず

② 前部尿道

外尿道口より舟状窩に到る部位で粘膜下血管の周囲

に200!t>c250;t・150tt×1001tの 細胞密 な リンパ球浸

潤を認む.何 れも境界鮮明,又 舟状窩に到る粘膜直下

に120μ ×160μの明中心を有するリンパ小節あり,細

胞密度比較的密にして境界極めて鮮明である.

小 括

以上人体の泌尿器系材料について小括する,

A)腎 臓

腎臓は各多少の差は認められた.概 して皮膜部,皮

質及び髄質にはリンパ装置は見られたが,そ の大部分

はリソパ球浸潤で,リ ンパ小節の形では腎杯及び腎孟

に多数認められた.

(a)皮 膜下部

3例 中1例 にリンパ球浸潤1個 を認めた.

(b)皮 質部

全例に リンパ球浸潤を認めた,即 ち第1例 に1個,

第2例 に5個,第3例 に6個 を認めたが然しリンパ小

節の形では1個 も認められなかった.

(c)髄 質

全例に於て リンパ球浸潤を認めた,即 ち第1例 に4

個,第2例 に2個,第3例 に7個,計13個 を認めた

が,リ ンパ小節の形としては全 く認められなかつた.

(d)腎 杯

全例共にリンパ装置は認められたが,小 腎杯に於て

は リンパ球浸潤の形では 第1例 に1個,第2例 に4

個,第3例 に1個,リ ンパ小節の 形では 第1例 に1

個,第2例 に2個,第3例 に2個 を認めた.大 腎杯に

於ては第1例,第2例 共に リンパ装置は認められず,

僅かに第3例 に1個 の リンパ球浸潤を認めた.

(e)腎 孟

3例 中2例 にリンパ装置を認めた.即 ち第1例 にリ

ソパ球浸潤1個,リ ンパ小節1個,第2例 に於てはリ

ンパ球浸潤3個,リ ンパ小節5個 を認めた.第3例 で

は リンパ装置は全 く認められなかつた.

B)膀 胱

膀胱体部には2例 共 リンパ装置は認めず.膀 胱頸部

に於ては2例 共 に 内尿道口周辺 に リンパ装置を認め

た・即ち リンパ球浸潤は第4例 に3個,第5例 に1

個,リ ンパ小節は第4例 に1個 を認めた.

C)尿 管

何れ もリンパ装置を認められなかつた.

D)尿 道

後部尿道には リンパ装置は認められなかつたが,前

部尿道に2個 のリンパ球浸潤,1個 の リンパ小節を認

めた.

生殖器系

第7例42才 男子.
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〔1〕睾 丸

睾丸は左右を夫々横に三分断し,之 を連続切片とし

て検査す,睾 丸は卵円形に切断され,そ の曲細尿管及

びめ睾丸網は充分に発育 しその白膜は約300～400μ

を呈し,そ の部の血管の充血 及び円形 細胞浸潤は 認

られず.

睾丸の下1/3に 於ける 白膜の 睾文実質に密着して

300μ×100μの半月状の リンパ 球浸潤あ り,細 胞密度

は比較的密にして,境 界梢々不明確.

〔J〕副睾丸

副睾丸尾部の腺排出管との 間質に80μ ×80μ,円 形

のリンパ球浸潤あり,細 胞は梢々疎,明 中心なく,周

辺との境界は極めて鮮明.そ の周辺には血管及び円形

細胞浸潤なし.

〔K〕精嚢腺

リソバ装置の出現を認めず
'〔L〕前立腺

前立腺は射精管の貫通部を境として2分 し之を夫々

細断,連 続切片とし検査す.

ω 腺部には全くリンパ装置は認められず

(2)腺 排出管に密着して120μ ×300μ,130μ×220μ,

150μ×250μ,350μ×120μ,4個 の リンパ球浸潤 を認

め,何 れも細胞は比較的密にして周辺には円形細胞浸

潤僅かにあり,境 界は稽々明確を欠く 其の他毛細管

の周辺に軽度の円形細胞浸潤を認めた。

(3)腺 排出管の単層円柱状被蓋上皮に密着 して,境

界明確な楕円形,大 さ200μ ×250μ,200μ×250μ,

300μ×350μ,3個 の明中心を有するリンパ小節あり,

何れも細胞密,尚 その周辺部に於て,腺 排出管の周囲

に接し,境 界梢々不鮮明な,大 さ300μ ×350μの リン

パ球浸潤あり,而 してそれに接する血管の拡張及び円

形細胞浸潤は認められず

(4)腺 排管との間質に200μ ×250μ,明 中心なく,

境界稽々不鮮明なリンパ球浸潤あ り,更 にその内側に

腺排出管に密着して70μ ×100μ の細胞密なリンパ球

浸潤あり,明 中心なく,境 界は鮮明である.

第8例56才 男子

〔M〕睾 丸

リンパ装置は認められず.

〔N〕副睾丸

頭部の輸出小管の周囲に170μ ×270μ,細 胞比較的

疎なリンパ球浸潤を認めた.境 界稻不鮮明.

〔0〕精嚢腺

リンパ装置は認められず

〔P〕前立腺

(1)輸 出小管の周囲に接し170μ ×330μ,卵 円形の
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リンパ球浸潤あ り,細 胞は疎にして周囲との境界稽々

鮮明,明 中心なし。

② その外側に 更に輸出小管に密 着 して,大 さ

300μ×330μ,卵 円形のリンパ球浸潤あ り,細 胞稽々疎

にして輸出小管の肥厚なし.

(3)輸 出小管に接 して,120μ ×230t2の リンパ珠浸

潤あ り,細 胞比較的疎,其 の他周辺には円形細胞侵潤

なく,又 血管の充血は認めず

小 括

以上生殖器系臓器にっいて之を要約すると次の様で

ある.即 ち睾丸,副 睾丸は僅かにリンパ装置を認めた

が,精 嚢腺には1例 も認めなかつた.而 して前立腺に

は多数の リンパ装置を認めた.

A)睾 丸

2例 中1例 に白膜に1個 のリンパ珠浸潤を認めた,

B)副 睾丸

2例 に夫々1個 のリンパ珠浸潤を認めた.

C)精 嚢腺

全例共にリソバ装置は全く認められなかつた

D)前 立腺

2例 共に腺部には リソバ装置は認められず 何れも

皆腺排出管に接 して著明なリンパ装置を認めた.即 ち

第6例 には3個 の リンパ小節と7個 のリンパ珠浸潤.

第7例 には3個 の リンパ珠浸潤のみで,リ ンパ小節の

形としては認められず

動 物

〔1〕 猿

研究材料は 次の3例 を選び,何 れも成熟雄猿 の腎

臓,尿 管,膀 胱,尿 道,睾 丸,副 睾丸,精 爽腺,前 立

腺を一括摘出後之を直ちにホルマリン固定後,パ ラフ

ィン包埋,連 続切片となる様に作成し,ヘ マ トキシリ

ン.エ オジン重染色施行,検 鏡 した,

第1例 成熟雄猿

〔A〕腎 臓

腎は外側より額面切断を施し,腹 背に切半し之を六

片となし,番 号を附して連続切片となす

に)皮 膜下,皮 質,髄 質には リンパ装置を認めず

(2)小 腎杯の中間部粘膜固有層に250μ ×170μの リ

ンパ球浸潤あ り,周 囲組織との境界は 明確を梢々欠

き,細 胞集積は密,明 中心なし.

(3>小 腎杯の 中間部粘膜下に170μ ×170μ,明 中心

を有するリンパ小節あ り,細 胞集積は密にして,周 囲

組織との境界明瞭.

(4)小 腎杯の 中間部固有層に190μ ×170/t、明中心

を有する不定形のリンパ小節あ り,細 胞密にして境界
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鮮 明.

(5)大 腎杯の 固有層に300μ ×250μ,卵 円形の明中

心を有するリンパ小節あ り,細 胞密度は密にして周囲

との境界鮮明,そ の周辺の粘膜の肥厚なし.

(6)大 腎杯中間部固有層に170×170μ.円 形のリン

パ小節あり,明 中心を有し,境 界鮮明,周 辺に血管及

び円形細胞浸潤なし.

(7)大 腎杯固有層に大さ130μ ×100μ の不正円形の

リソパ球浸潤あり,境 界梢々不鮮明,細 胞疎.

⑧ 腎孟には リソバ装置認められず

〔B〕尿 管

尿管は腎移行部,中 間部,下 部に3分 し,検 鏡する

に,リ ンパ装置は認められず

〔C〕膀 胱

膀胱は体部を2分 し底部を3分 して之を検査した.

(1)膀 胱体部

膀胱体部の粘膜下に接 して250μ ×100μの長円形の

リンパ小節あり,明 中心を有し,細 胞密度は比較的密

にして境界鮮明.

又別に粘膜下に大さ330μ ×250μ,卵 円形のリンパ

小節あり,明 中心を有し,境 界極めて鮮明細胞稽々

密.

② 膀胱底部

膀胱底部の粘膜下に接し110μ ×110μ,円 形の リン

パ球浸潤あり,細 胞疎,境 界梢々不鮮明.

(3)膀 胱底部の内尿道口開口部粘膜下に接し300μ

×170μ,卵円形の リンパ小節あ り,明 中心を有し境界

極めて明確,更 にその周辺に190μ ×170μ,円 形の明

中心を有するリンパ小節あ り,細 胞密にして境界鮮

明.

〔4)内 尿道開口移行部te円 形の大さ330μ ×330μ明

中心を有し,細 胞密,境 界極めて明確な リンパ小節あ

り.

(5)更 にその反対側に大さ110μ ×80μ の リンパ球

浸潤あり,周 囲との鏡界梢々不明,細 胞疎.そ の周辺

に大さ550μ ×330μ,不 正円形のリンパ小節あり,明

中心を有し,細 胞密にして,境 界明らかである.

〔D〕 尿 道

に)尿 道根部の粘膜上皮下に卵円形を呈するリンパ

小節あり,細 胞密度は極めて稠密で,周 囲組織との境

界は著明であり明中心の形成を認められる.大 さは

250μ×190μでその部の粘膜上皮及固有層の円形細胞

浸潤及肥厚は認められない.

② その部より梢々前方(尖 端部)に 近い粘膜上皮

下に接して,卵 円形を呈し,大 さ170μ ×130,190μ ×

170μ,い ずれ も定型的なリンパ球は極めて濃密な集積

を示す2個 のリソバ 小節あり,之 等は境界極めて鮮

明,明 中心は梢認められる.

(3)更 に間質と筋肉組織 との境界部に近い間質組織

中に不正円形を呈して発現,リ ンパ球の集積密度極め

て大,境 界鮮明な リンパ小節が存在する。大さ330μ

×250μ,明 中心は稽々発達しているのを認められる.

(4)中 聞部,前 部尿道には リンパ装置は認められな

い

〔E〕睾 丸

〔F〕 副畢メL

〔G〕精嚢腺

何れ もリンパ装置は認められず

〔H〕前立腺

(1)腺 排導管に接しその周囲に大 さ250μ ×170μ.

卵円形を呈するリンパ球浸潤の出現あり,境 界は稽々

不鮮明で細胞集積は疎にして盟中心なし.

(2)更 に腺排導管の周囲に 円形,大 さ170μ ×170μ

細胞は稽々密で,境 界鮮明な リンパ小節を認め,明 中

心の発達をみる.腺 部の周囲組織にはリンパ装置は認

められず

第2例 成熟雄i猿

研究方法は前記と同様にして検鏡す

〔A〕腎 臓

(1)髄 質中の一部分に260μ ×190μの卵円形のリン

パ小節あ り,明 中心を有し,細 胞集積は稽々疎にし

て,境 界は極めて鮮明である.

〔2)そ の部より梢々外側に250μ ×110μの リンパ小

節の出現あり.明 中心,細 胞密にして境界朋確.

(3)腎 孟粘膜上皮 直下に大さ330μ ×170μ,長 円形

のリンパ球浸潤現はれる.そ の浸潤の辺縁部ではリン

パ球集積は梢々疎,境 界は鮮明 .

(4>小 腎杯 中間部固有層 に300μ ×100μ の長円形

を呈するリンパ小節あ り.細 胞密度は梢々疎,明 中心

は軽度に認められ,境 界は極めて明確。

〔B〕 尿 管

リンパ装置は認められない

〔C〕膀 胱

〔1)膀 胱体部粘膜固有層に大 さ190μ ×130μの リン

パ小節出現する.本 小節は粘膜上皮より僅かに下層に

位置し・形は梢々卵円形を呈し極めて明確な明中心を

有する定型的な,細 胞密なリンパ装置を呈し,輪 廓明

瞭.

(2)更 に 固有層に250μ ×80μ,190μ×110μ の極め

て明瞭なリンパ小節を認める.細 胞集積は何れも稻々

密にして,明 中心を有 し,境 界は鮮明.

(3)膀 胱底部の粘膜繊壁上皮下 に ,大 さ330μ ×
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250μ の リソバ小節あ り.リ ソパ球集積は稽々密にし

て周囲組織との境界明確,闘 中心を有する・

㈱ 更に固有層の粘膜上皮より少 し離れたところに

170μ×170μ の円形を呈するリソパ球浸潤あり.リ ン

パ球は極めて密な集積を示すが,明 中心なし.

〔5)膀胱の内尿道開口部粘膜固有層に,大 さ250μ

×190μ,稽 々卵円形を呈するリンパ 小節の 出現をみ

る.細 胞は密にして明中心は租々発達し,境 界は極め

て明瞭.

〔D〕尿 道

〔1)後部尿道の粘膜固有層に大さ330μ ×170μ,卵

円形を呈し,明 中心,細 胞密なリソバ小節あ り・周囲

組織との境界極めて明瞭.

(2)中 間部,前 部尿道 には リンパ 装置は 認められ

ず.

〔E〕睾 丸

〔F〕副睾丸

〔G〕精 嚢

〔H〕前立腺

いずれもリンパ装置は認められず

第3例 成熟雄猿

〔A〕腎 臓

(1)皮 質部に1個 のボーマン氏嚢と3個 の細尿管主

部にはさまれた部分に300μ ×250μ,不 正円形を呈す

るリンパ球浸潤の出現あり.そ の周囲に リンパ球は軽

度に浸潤し境界は不明確を呈する.

(2)髄 質に於て一部に170μ ×170p,円 形の リンパ

球浸潤あり,周 囲組織との境界は梢々不鮮明,細 胞集

積は密.

(3)髄 質の間質結締織中に大さ180μ ×170μの梢々

円形を呈するリンパ球浸潤あり,細 胞は密にして境界

は稽々不明瞭.

(4)小 腎杯固有層内に大さ250μ ×130μの リンパ球

の比較的密な集積からなる紡錘形 の リンパ球浸潤あ

り.周辺部に1条 の細血管様の空隙あ り.極 く少数の

リンパ球浸潤はその周辺に及んでいる.

(5)大 腎杯の腎孟移行部の固有層に170μ ×130μの

比較的密なるリンパ球浸潤あり,境 界比較的明瞭にし

て,そ の周辺に2条 の毛細管あり.

〔6)大腎杯固有層に300μ ×100μの大さを有する不

正円形のリソバ小節あり,明 中心は稽々発達し,細 胞

密な集積を呈し,鏡 界明確.

ω 腎孟にはリンパ装置認められず

〔B〕尿 管

リンパ装置は認められず.

〔C〕肪 胱
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(1)膀 胱側部粘膜固有層に粘膜上皮に 接して大さ

300μ×170μ,卵 円形を呈するリンパ球浸潤あり.細 胞

稽々疎,境 界租々明確,周 辺には血管なし.

(2)更 に粘膜上皮下に 大さ100μ ×80μ の不正円形

を呈するリソパ球浸潤あ り.細 胞密度梢々疎にして,

境 界は梢々鮮明.

(3)膀 胱底部の頸部に近い部分に 於て,固 有層に

80μ×80μ の リソパ球浸潤あり,円 形を呈し境界極め

て鮮明.

㈲ 上記部より更に尿道に近い部分に上皮下に接し

て大さそれぞれ350μ ×250μ,330μ ×170μ,何 れも楕

円形を呈 し,リ ソパ球の集積密な,明 中心を有する定

型的 リンパ小節を認む.境 界は極めて明瞭.

(5)同 部 より更に下部において,粘 膜固有層に大さ

330μ×80pの リンパノ」・節様 リンパ球浸潤 あ り,細 胞

は稽々疎なる集積を示して,周 囲との境界稻々明確.

(6)同 部の反対側に280μ ×170μの リンパ球浸潤を

固有層に認める.細 胞密度稽々疎にして境界稽々不明

確.

〔D〕 尿 道

(1)後 部尿道膜様部上皮下に100μ ×90μ,楕円形を

呈するリンパ小節あり周囲との境界鮮明にして,細 胞

集積密.

(2)前 部尿道の粘膜上皮下に大さ330×170μ の楕

円形を呈するリンパ小節あり.明 中心を有し,境 界極

めて明瞭である.

(3)更 に固有層に大さ330g×330μ,円 形を呈する

リンパ小節あ り,細 胞は比較的疎な集積を示 し明中心

を有する.周 囲組織との境界鮮明.

(4)そ の反対 側上 皮下に大さ夫々130μ ×130μ,

170μ×170μ,円 形を呈し,極 めて 明瞭な明中心を有

し,細 胞密なリンパ小節2個 出現.境 界極めて鮮明.

(5)更 に先端部に尿道粘膜をはさみ 対称的に200μ

×170μ,180μ×170μ,ほ ぼ円形を呈するリンパ小節を

認める.い ずれも明中心を有 し,境 界明瞭,密 な細胞

集積を示す.

〔D〕 畢 丸

〔E〕 副睾丸

〔F〕 精嚢腺

何れもリンパ装置認められず

〔H〕前立腺

(1)前 立腺底部の大腺排導管の周囲に大さ350μ ×

250μ,不 正円形を呈するリンパ小節あり,明 中心を有

し,周 囲組織 との魔界稽々不鮮明.細 胞は梢々密.

(2)排 導管の周囲に大さ夫々170μ ×170μ,250μ ×

200μ,170μ ×130μ,何 れも明中心を有 し,細 胞密な リ
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ンパ小節あ り,周 辺との境界明瞭.

小

以上蔵熟猿の泌尿生殖器系の所見を要約すると

A)腎 藏

a)皮 膜下

全例ともリンパ装置は認められず

も)皮 質

3例 中1例 に1個 のリソパ球浸潤を認められた.

c)髄 質

3例 中1例 は金くリンパ装置は 認められ なかつた

が,リ ンパ小節としては3例 中1例 に2個,リ ンパ球

浸潤としては3携 中1鋼 に2飼 認められた.

d)腎 杯

各例ともその差はあるが リソバ装麗を認めた,即 ち

小腎杯に於けるリンパ・j・節としては3例 中2例 に1乃

至2個 な認め,リ ンパ球浸潤としては3例 中2例 に各

々1個 づっを認められた.大 腎杯に於けるリンパ小鍛

としては3例 中2例 に各1個 づっを認め,リ ンパ球浸

潤としては3例 中2例 各1個 づっ認められた.

e)腎 孟

全例中1例 にのみ リンパ球浸潤1個 の出現をみた外

全 くリンパ装置は認められなかつた。

B)尿 管

全例にリンパ装置は認められなかつた.

c)膀 既

膀胱体部に於ては全例にリンパ装置を認められ,リ

ンパ小節の形としては第1例 に2個,第2例 に3個,

第3例 に絃全くジンパ装置e2ee麗 ・llrずljソバ鍮浸潤

の形では3例 中2例 には全く認められず,第3例 の1

鋼 にのみ2飼 の出現をみた,膀 胱底懸に於ては餐例と

もリンパ装置は3乃 至6個 認められた.即 ち第1例 に

4個,第2例 に2個,第3例 に1個 の リンパ小節が出

現し,又 第1例 に2個,第3例 に3飼 のリンパ球浸潤

が出現した.主 として之等は内尿道開口部或は膀胱頸

部に大多数認められた.

Σめ 尿 道

後部尿道には3例 中2例 に4乃 至1個 のリンパ小節

を認め,リ ソパ球浸潤は出現をみなかった.

荊 部銀道には3例 に 三鋼のみ}Cijン パ掛簾 §麺を認

めた外 リンパ装膿の出現は認められなかった.

Σ)翠 丸

F)副 睾丸

G)精 旗腺

何れ.も婆ンパ装騒嫁認められなかつた、

H)前 立腺

前立腺に於てほすぺて腺排導管周囲に リンパ叢置が

認められ,腺 周脇には出現をみなかつた.3例 中2例

にリンパ装置の出現をみた.即 ちリンパ小節としてに

第1例 に1個,策3例 に3個,リ ソパ球浸潤 としては.

3倒 中第3例 のみに 重僑を翻めた外金 くその嵐現をみ

なかつだ.

〔皿〕犬

薪究材料はすべて成熟雄犬にして,研 究方法は蕩誕

の如く検鏡 した.

第 三例 威熟雄犬

〔A〕腎 臓

口)皮 膜,皮 質,髄 質には リンパ装置は認めず.

鋤 腎孟糊 莫k皮 下iこ259#×25◎ μの大さを有する

リンパ小節あり,明 中心はかなり発達 し,細 胞密度稔

々疎,境 界墾確。

(3)腎 杯には リンパ装置は認められず

〔B〕 尿 管

〔C〕勝 胱

〔D〕尿 道

〔E〕難 丸

〔F)翻 睾丸

〔G〕精 嚢 腺

何れもリンパ装置は認められず.

〔}{3繭 立腺

(1)腺 排導管に囲まれた間質に250μ ×170μの リソ

パ球浸潤の出環あ 参,緩 胞擦,箋 雰鮮舅.

(2)そ の中心よりに導管の周囲に接 して大さ250μ

×250μ,円 形のリンパ球浸潤あり,細 胞稽々疎,境 界

稽々鮮墾.

(8)排 出管孔 の 近くに於て 排導管 の周囲 に大さ

330#×33砂,円 形の穿ソバ球浸潤あ う,親 中心なく,

境界稻々明確を欠 く.

(4)又 別に明中心を有し,境 界極めて鮮明な,大 さ

309y×259Pt,構 円形のリソバ小簸の出現あり.細 麹集

積は比較的疎.

(5)そ の外上方の導管に接 し,大 さ250μ ×170μ稽

々楕円形の 夢ンパ球浸潤あ り,細 胞集積稽々疎,境 界

は比較的明瞭.

第2例 成熟雄犬

[A)腎 臓

〔B〕尿 管

{c3勝 既

何れも全 くリンパ装置ほ認められず

〔D〕 尿 道

{1}後 部尿道には 蓼ソバ装置の鐵義をみなかつた.

(2)中 部尿道粘膜上皮下に170μ ×130μ,門 形のリ
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ソバ球浸潤あ り,細 胞疎にして,周 囲組織との境界稽

々鮮明.

(3)前 部尿道の結合組織に80μ ×80μの円形の リン

パ球浸潤あり,境 界稽々鮮明.

〔E〕睾 丸

〔F〕副睾丸

〔G〕精嚢腺

何れもリソバ装置は認められず

〔H〕前立腺

間質に於て腺排導管に沿い170μ ×100μの楕円形の

リンパ球浸潤を認め,細 胞は稽々疎にして境界明瞭.

別に腺と排導管との間質に排導管近 くに菱形の リンパ

球浸潤あり,明 中心なく,細 胞集積は稽々密,境 界鮮

明.

第3例 成熟雄犬

〔A〕腎 臓

(エ)皮膜下に350μ ×300μの リンパ小節あり,楕 円

形を呈し,明 中心あり,細 胞稽々密 にして境界は鮮

明.

(2)更te皮 質部に400μ ×350μの リンパ小節あり,

稽々楕円形を呈し,明 中心 あり,境 界は極めめて明

瞭,細 胞は稽々密.

(3)皮 質部に於て髄質の境界近 くに330μ ×250μ,

330μ×300μ,400μ×350μ,何 れも楕円形を 呈し,極

めて明瞭なリンパ小節あ り,細 胞は稽々密にして,そ

の周辺に血管,及 円形細胞浸潤なし.

(4)更 に 皮質部に450μ ×350μ,楕 円形を呈するリ

ンパ小節あり,明 中心あり,細 胞梢々密にして境界極

めて鮮明.

(5)髄 質腺状体に400μ ×350μ,250μ×200μ の リン

パ小節あり,何 れも楕円形を呈し,明 中心を有する境

界極めて明瞭.細 胞集積稻々密.

㈲ 小腎杯,大 腎杯,腎 孟にはリンパ装置の出現を

認められず

〔B〕尿 管

〔C〕膀 胱

〔D〕尿 道

〔E〕睾 丸

〔F〕副睾丸

〔G〕精糞腺

〔H〕前立腺

何れもリンパ装置は認められず

小 括

以上犬に於ける所見を要約すれば

A)腎 臓
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3例 中1例 は全 く腎臓に リソバ装置の出現なく,其

の他はリンパ小節の形で少数の出現を認めた.即 ち第'

1例 に腎孟のみ1個,第3例 には皮膜下に1個,皮 質.

に5個,髄 質に1個 の出現をみたに過ぎない.

B)尿 管,膀 胱

全例中何れもリンパ装置は認められず一

D)尿 道

3例 中2例 には全くリンパ装置が認められず第2例 」

にのみ リンパ球浸潤の形で2個 出現をみとめた.

E)睾 丸,副睾丸,精褒腺はリンパ装置認められず

F)前 立腺

3例 中1例 には全くリンパ装置は認められず リ・/'

パ小節の形では第1例 に1個 ,リ ンパ球浸潤では第1

例に4個,第2例 に2個 を認め,主 として腺排導管の

周囲に認められた.

〔皿〕モルモット

成熟モルモット雄

〔A〕腎 臓

(1)皮 膜下,皮 質,髄 質,腎 杯にはリンパ装置は認1

め られず.

(2)腎 孟 粘膜固有層に大さ260μ ×200μ,楕 円形の・

リンパ小節あり,明 中心はかなり発達 し,細 胞集積は.

梢々疎,境 界明確.

〔B〕尿 管

リンパ装置は認められず,

〔C〕膀 胱

膀胱体部にはリンパ装置認められず 膀胱底部殊に

内尿道開口部附近に大さ170μ ×80μ,楕 円形 のリゾ

パ球浸潤あり,細 胞疎にして,境 界鮮明.

〔D〕 尿 道

〔E〕 睾 丸

〔F〕 副睾丸

〔G〕 精嚢腺

〔H〕 前立腺

何れもリンパ装置認められず

〔皿〕家 兎

成熟雄家兎

〔A〕 腎 臓

(1)皮 質部上皮下に大さ200μ ×150μ長 円形のリゾ

パ球浸潤あ り,明 中心なく,細 胞は梢々密にして,境

界稽々鮮明.

② 髄質,腎 杯には リンパ装置認められず.

(3)腎 孟粘膜 固有層 に150μ ×100μ の リンパ球浸

潤あ り,境 界鮮明,細 胞は疎.

〔B〕 尿 管

リンパ装置は認められず
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てC〕 膀 胱

膀胱体部には リソバ装置の出現をみず 膀胱底部内

.尿道開口部 周辺に170μ ×80μ の リンパ珠浸潤あり,

朋 中心なく細胞密にして,境 界鮮明.

〔D〕尿 道

〔E〕睾 丸

〔F〕 副睾丸

{G〕 前立腺

は何れもリソバ装置を認められず

精嚢腺は検索せず.

てV〕 ラツテ

第1例 成熟雄ラツテ

i〔A〕腎 臓

に)皮 膜下,皮 質,髄 質には リンパ装置は認めず.

(2>大 腎杯の 固有層 に170μ ×110μ,卵円形 のリン

パ小節あり,明 中心は極めてよく発達 し,細 胞密にし

て,境 界甚だ明瞭

〔3>小 腎杯に大さ190μ ×170μ の リソパ球浸潤あ

り,明 中心なく,細 胞密,境 界稽々不明確.

〔B〕尿管及精嚢腺は検索せず

(C〕 膀 胱

〔D〕 尿 道

(E〕 睾 丸

〔F〕 副睾丸

〔G〕 前立腺

何れもリンパ装置は認められず。

第2例 成熟雄ラツテ

〔A〕 腎 臓

(1)皮 膜下,皮 質にはリンパ装置は認められず

〔2)髄 質,間 質結締織中に90μ ×90μ,の リンパ球

浸潤あり,細 胞集積は疎,増 界鮮明.

(3)小 腎杯固有層に170μ ×170μの リンパ球浸潤あ

り 円形にして,明 中心なく,細 胞は稽々疎,境 界は

明瞭

(4)腎 孟粘膜上皮下に大さ150μ ×150μ,円 形の明

中心を有する極めて明瞭なリンパ小節あ り,細 胞集積

は密にして,周 囲組織との境界は鮮明.

〔B〕尿管,精 嚢腺は検索せず

〔C〕 膀 胱

〔D〕 尿 道

〔E〕 睾 丸

〔F〕 副睾丸

何れもリンパ装置を認められず.

〔G〕 前立腺

腺排導管の周囲に大さ170μ ×170μ,円 形のリンパ

小節あり,明 中心は稽々発達し,細 胞稽々密にして周

囲組織との撹界稽々不鮮明.

又其の周囲結締織中に大さ80μ ×80μ,円 形のリン

パ球浸潤あり,.細胞稽々疎,境 界鮮明,

〔VI〕豚

成熟雄豚

〔A〕 腎 臓

(1)皮 膜下,皮 質,髄 質 にはリンパ装置 認められ

ず.

〔2)小 腎杯固有層に190μ ×100μの長円形の リンパ

球浸潤あり,細 胞の集積は疎にして,境 界不鮮明であ

る,

(3)大 腎杯,腎 孟にリンパ装置なし.

〔B〕 尿 管

〔C〕 膀胱

何れもリンパ装置を認められず

〔D〕尿 道

{1)後 部,中 部尿道にはリンパ装置は認められず

〔2)前 部尿道の固有層に,大 さ250μ ×170μ,300μ

×250μ,何 れも楕円形のリソパ球浸潤あ り,明 中心な

く,細 胞集積は稽 々密に して境界鮮明.

(3)更 に固有層に大さ260μ ×240μの リソパ球浸潤

あ り,細 胞疎,境 界鮮明.

〔E〕畢 丸

〔F〕副睾丸

〔G〕精糞腺

〔H〕前立腺

何れもリンパ装置は認められず

〔田〕馳

成熟雄髄

〔A〕腎 臓

〔B〕尿 管

〔C〕膀 胱

何れもリンパ装置は認められず

〔D〕 尿 道

〔1)後 部尿道,中 部尿道には リンパ装置なし.

(2)前 部尿道の結合組織中に大さ130μ ×130μ,円

形のリンパ球浸潤あ り,細 胞集積は粗,周 囲組織との

境界鮮明,

〔E〕睾 丸

〔F〕副睾丸

〔G〕精嚢腺

〔H〕前立腺

何れ もリンパ装置は認められず

小 括

以上 モル モ ツ ト,家 兎,ラ ツテ ー豚,馳 の所 見 を要
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約すると,

1)モ ルモット

僅かにリソバ装置を認めた.即 ち腎孟粘膜固有層に

定形的なリソバ小節1個 ・膀胱底部内尿道開口部附近

にリソパ球浸潤1個 の出現をみた.

2)家 兎

腎皮質,腎 孟,膀 胱底部に夫々1個 のリンパ球浸潤

の出現をみたのみであつた.

3)ラ ツテ

腎臓は2例 中5個 のリンパ装置の出現をみた.大 腎

杯,腎 盈 こ夫々1個 つつのリンパ小節あ り・中でも腎

孟のそれは極めて定形的であつた.髄 質に1個,小 腎

杯に2個 のリンパ球浸潤の出現を認めた.生 殖器系臓

器には前立腺のみにリンパ球浸潤1個,リ ソバ小節1

個を認めた他は,そ の出現をみなかつた.

4)豚

腎臓では小腎杯のみに リンパ球浸潤1個 を認めたに

過ぎない.膀 胱及び泌尿生殖器系臓器は全くその出現

をみず.尿 道に於てのみ認めた.即 ち後部,中 部尿道

には全く出現はなく,前 部尿道に散存して4個 の リン

パ球浸潤の出現をみた.

5)馳

リンパ装置の出現率は極めて低 く,た だ尿道のみに

1個のリソパ球浸潤の出現をみたに過ぎない.

〔冊〕鳥 類

難は尿道,精 嚢腺,前 立腺は検索せず

第1例 成熟雄難

〔A〕腎 臓

〔1}腹側腎髄質中に大さ100μ ×170μ,楕 円形のリ

ンパ球浸潤あり,細 胞集積稽々疎にして明中心なく,

周囲組織との境界は僅かに明確を欠く。

(2)腹 側腎皮質部に大さ350μ ×330μ,稽 々卵円形

を呈するリンパ球浸潤あり.之 は細尿管に囲まれて出

現す.細 胞集積は密にして,境 界稽々不鮮明,明 中心

を有せず

(3)腹 側腎大 腎杯 固有層 に接する髄質中 に大さ

170μ×150μ,100μ×170μ,2個 の リンパ球浸潤あり,

何れも明中心なく不正円形を呈 し,細 胞梢々疎にして

梢々鮮明

㈲ 背側腎髄質中に細尿管 と,糸 毬体とに囲まれて

大さ170μ×170μ,円 形のリンパ球浸潤あ り,細 胞は

密にして,周 囲組織との境界鮮明,周 囲に血管なし.

〔B〕尿 管

腎孟移行部の尿管の 粘膜 下周囲 に330μ ×250μ,

150μ×100μ,100μ×70μ の リンパ球浸潤 あ り,何 れ

も楕円形を呈し,細 胞集積密にして,周 囲組織との境
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界鮮明,何 れ もその周辺には円形細胞浸潤,及 び血管

は著明ならず

〔C〕膀胱

リンパ装置は認められず.

〔D〕 睾 丸

〔1)白 膜実質に円形の大さ80μ ×80μの リンパ球浸

潤あ り,細 胞密にして明中心 を有せず,境 界稻々明

確.

(2)睾 丸実質中,腺 と腺とに囲まれて大さ170μ ×

150μ 及び150μ ×100μ 何れも不定形の2個 の リンパ

球浸潤あ り,細 胞は疎にして,境 界鮮明.

〔E〕副畢丸

リンパ装置は認められず

第2例 成熟雄難

〔A〕 腎 臓

(1)腎 皮膜下に接 する皮質部結締織中に170μ ×

100μ の リンパ球浸潤あり,細 胞は密に 集積 し,周 囲

組織との境界は鮮明,その周辺には円形細胞浸潤なし.

(2)髄 質中に大さ170μ ×80μ,長 円形を呈するリン

パ球浸潤あ り,細 胞密に集積し,境 界は明瞭 .

〔B〕 尿 管

〔1)腎 孟との移行部尿管の結合組織中に上質に稽々

接して110μ ×80μの リソバ小節あり,極 めて明瞭に

して,明 中心の発達よく,細 胞は密な集積を示し,境

界明瞭.

(2)反 対側に於て結合組織に170μ ×100μの明中心

を有するリンパ小節あり,細 胞稽々疎にして周囲との

塊界稽々不鮮明.

〔C〕膀 胱

(1)粘 膜下固有層に大さ250μ×170μ,80μ ×70μの

リンパ小節あり,明 中心を有 し,細 胞稻々疎なる集積

を示し,境 界鮮明,周 辺に血管は認められず.

(2)間 質に大さ170μ ×170μ,110μ ×80μ の リンパ

小節あ り,何 れ も明中心を有し,細 胞稽々密にして境

界鮮明,周 辺には円形細胞浸潤は認められず

(3)肛 門開口部近くに大さ110μ×80μ,330μ×170μ

極めて明瞭な明中心を有するリンパ小節あり,何 れも

細胞は稻々密な集積を示 し,境 界鮮明.

〔D〕睾 丸

〔E〕副睾丸

何れもリンパ装置は認められず.

第3例 鴨

鴨は腎臓のみ検索するに リンパ装置は認められず.

小 括

以上鳥類に於ける所見を要約すれぽ

A)腎 臓
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鳥類3例 中1例(鴨)に は全 くリソバ装置を認めら

れず2例 の難の皮質部に各々1個 づっのリソパ球浸

潤の出現あ り,髄 質に於ては,第1例 に4個,第2例

に1個 のリソパ球浸潤を認めた.其 の他腎杯,腎 孟に

は リソバ装置は認められず.

B)尿 管

2例 の難に何れも腎孟との移行部尿管の周囲に リソ

バ装置の出現をみた.即 ちリソバ小節2個,リ ンパ球

浸潤3個 を認めた.

C)膀 胱

2例 の難の中第1例 は全 くリンパ装置を認められ

ず,第2例 に5個 の極めて明瞭な リソバ小節の出現あ

り.

D)睾 丸

2例 中1例 に2個 のリンパ球浸潤を認めた.

E)副 睾丸

2例 中全くリソバ装置の出現をみなかつた.

(鳥類では一般に淋巴節は現れず,淋 巴小節が淋巴管

系に広 く散在性に現れ るといわれる。)

総 括

男子,人8例(腎 臓3例,尿 管,膀 胱,尿 道

3例,畢 丸,精 嚢腺,前 立腺2例),成 熟雄猿

3例,成 熟雄犬3例,成 熟雄 ラツテ2例,成 熟

雄難2例,そ の他モルモツL家 兎,馳,鴨 の

各雄1例 に就て泌尿生殖器系臓器の リンパ装置

を検索し,次 の様な結果を得たので,之 を総括

すると,

1.泌 尿器系

A)腎 臓

腎臓に於ける リンパ装置の出現部位及びその

構造は各人及び動物により一定 しないが,人 に

於ては第1表 の如 く,定 形的 リンパ小節は小腎

第1表

腎 臓

人

第1例

第2例

第3例

計

皮 膜 下

リソバ
小 節

0

0

0

0

リンパ
球浸潤

0

0

1

1

皮 質 髄 質

リソバ

小 節

0

0

0

0

リンパiリ ンパ

球浸潤1小 節

2

5

0

0

60

13 0

リンパ
球浸潤

4

2

7

13

小 腎 杯 大 腎 杯 腎 孟 総 計

リ ン パ
・」・ 節

1

2

2

5

リンパ リソ,纈 ソパ リソパ

球浸潤 小 節球浸潤小 節
'

1

4

1

6

0

o

O

0

o

1

0 1

1

5

0

6

1
リンパi

球 浸潤

1

3

0

4

10

21

18

杯に5個,腎 孟に6個 認 められ,皮 膜下,皮質,

髄質,大 腎杯には1例 の出現 もみなかつた.然

もこの リンパ小節はその大部分が粘膜下に特有

の明中心を有し,細 胞密度が比較的密に集積 し

て存在 していた.リ ンパ球浸潤の形 としては皮

質,髄 質の各13個 に次いで腎杯,腎 孟,皮 膜下

の順に出現をみた(藤 本,村 井によれば皮質に

頻発するという)こ の ことは哺乳動物に於け

る猿に於てもほぼ同様で小腎杯が腎臓の他 の部

分 よりも多数の出現をみた.犬 に於ては多少異

なり,皮 質に明中心を有するリンパ小節の数個

を認めた.そ の他の動物に於ては腎孟及び腎杯

に僅かに出現をみたに過ぎなかつた.リ ンパ球

浸潤は各動物によつても一定せず,そ の出現数

も比較的少数であつた.

B)尿 管

尿管は全例を通 じ,そ の リンパ装置は難の2

例のみに5個 を認めたに過ぎなかつた.

C)膀 胱

膀胱の リンパ装置は文献の頻度に比 し自験例

では少く,人 に於 ては膀胱体部に全例を通じ全

く出現をみず,膀 胱底部に僅かにそれが認めら

れた(第2表)殆 んどその大部分 は 内尿 道

開 口部に存在し,リ ンパ小節の形としては1個

をみるのみで他は リンパ球浸潤 として認められ

たに過ぎない.動 物に於ては第4表,及 第6表

の如 く,猿 と難の膀胱体部及膀胱底部に著明の

リンパ装置の出現をみ,殊 に猿に於ては定形的
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第2表 第3表
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第4例

人、臨

尿管o

礁 ・

螺1

尿道/
_/

計1

リンパ

球浸 潤

0

0

4

/
4

第5例 第6例

リンパ

小 節

0

0

0

'"7

/

o

リンノくリソ!く リソ1ミ

球 浸 潤1小 節 球浸 潤

・/i/

・//

1/1/

/12
1 1 2

総計 人

讃
o睾 丸

0副 睾 丸

6精 嚢 腺

2前 立 腺

計

第7例

リン・・Fリンパ

小 節i球 浸 潤

0

0

0

3

3

I

l

o

7

9

第8例 総 計

リソバ

小 節

リ ンパ

球浸醐

2.1.
01

00

03

01

1

2

0

13

第4表

猿

濃
皮膜 下

腎 皮 質

髄 質

小 腎杯

臓 大 腎杯

1腎 孟

第1例 第2例

リ ン パ

小 節

0

0

0

2

1

0
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第5表
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リンパ小節が内尿道開口部附近に著明に認めら

れた.リ ンパ球浸潤は散在的に出現 した.

D)尿 道

人の尿道は検索例では1例 にリンパ装置を認

めたに過ぎず,即 ち前部尿道にそれが認められ

た.動 物では第6表 の如 く猿が最も著明に出現

し,然 もリンパ小節の形として比較的前部尿道

に多数の出現があつて,僅 かに後部尿道に出現

をみ,そ の殆んどが粘膜下及び結合組織に認め

られた.そ の他の部分には全 くその出現をみな

かつた.

2.生 殖器系

生殖器系では,諸 報告 と一致 して リンパ装置

の出現は一般に泌尿器系に比して軽微で,前 立

腺に於て稻々出現をみるが睾丸,副 睾丸では極

めて貧弱にして,精 嚢腺に至つては全例を通じ

全 くその出現を認めなかつた.

A)睾 丸,副 睾丸

睾丸,副 睾丸では何れも第3表 の如 く僅かに

リンパ球浸潤の形で現れ,動 物では難の1例 の

睾丸実質中に2個 を認めた他に全くリンパ装置

は認、められなかつた.

B)精 嚢腺は全例中1例 もその田現は認めら

れなかつた.

C)前 立腺での出現は松岡の所見の如 く特有

であつて,全 例を通 じその出現部位は腺排導管

周囲に認められたが,腺 実質及びその周辺には

殆んどリンパ装置の出現は認めることが出来な
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第6表
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鴨
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計
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レ

olooIO
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0
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oIO

」
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小 … ・・… リ ンパ 小 節 浸 … … … リンパ球 浸 潤

かつた.第3表 の如 く2例 中 リンパ小節 の形 と

しては6個 が認 められた.動 物 では猿,及 犬に

著明であつた。

結 語

人を始め諸種哺乳類,鳥 類の泌尿生殖器の リ

ンパ装置を比較解剖学的に仔細検討 した.常 存

する所,多 数存する所,稀 れに 出現する所或

は,之 を訣 く所等色々であるが,概 して泌尿器

系では生殖器系に比 し発現の頻度が多い.反 之

生殖器系では前立腺を除き一般にその存在が貧

弱乃至全くその装置を訣 くことが特色である.

本論文の要旨は第10回 広島医学総会(昭 和33年2月

22日)に おい て述 べた.

稿を終るにのぞみ,終 始御懇篤なる御指導と御校閲

を賜つた加藤教授に,又 本研究開始以来御援助,御 鞭

捷下さつた三浦助教橿に心から感謝を捧げる次第であ

る.
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